
 

年末年始に起きやすい高齢者の事故等について、以下の点に注意しましょう！ 

１．転倒事故 
① 路面・足元の危険に注意 

冬は、地面の凍結や濡れていることにより、足もとが滑りやすくなっています。滑りにくい

靴を着用するなど、作業環境に適した履物を選ぶこと 

② 作業前の環境確認を徹底 

・作業場所に段差、濡れた床、コード類、散乱物がないか確認すること 

・早朝や夕方は暗くて段差が見えにくいため、照明を活用すること 

年末年始は忙しさや焦りで注意力が低下しがちになります。安全確認の徹底を！ 

2．交通事故 
① 交通量の増加と運転者の不注意 

年末年始は帰省・買い物・観光で交通量が増えるため、より一層安全運転に心がけること 

※普段運転に慣れていない人や、焦っている運転者が多くなります 

② 夕暮れ・夜間に注意 

冬の薄暮時間帯は、事故が多発します。明るい服・反射材を身につけましょう 

いつもの道でも交通状況が大きく変わります。「慣れ」と「油断」が事故のもと 

３．風邪、感染症（特にインフルエンザ） 
鹿児島県では、インフルエンザ流行発生警報が発令されています。感染症予防のため、マス

クの着用、手洗い、うがいを徹底しましょう！ 

高齢者は重症化しやすいため、早めの対策が大切です 

令和７年度安全スローガン  気を付けろ 油断の先に 危険あり 
各班長様は各班員様への周知方よろしくお願いします。 (公社)鹿児島市シルバー人材センター事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月の安全ニュース 

新年 明けまして おめでとうございます 
本年は午（うま）年です。事故ゼロを目標に午い(上手い)一年を目指しましょう 

 

 

12 月の事故事例 ・受託 4 件(傷害 3 件・賠償 1 件)・派遣 2 件（賠償 2 件） 
受託 

５日 残滓処理作業中、発注者宅の庭において、足もとに置かれていたブロックに躓き転倒

した。その際、左大腿部及び胸部を地面に強く打ちつけ、肋骨を骨折した。 

12日 ゴミ出し作業後、徒歩で帰宅途中、横断歩道ではない道路を横断し、前方から右折し

てきた車に衝突、かかとを骨折、大腿骨を打撲した。 

13日 残滓処理業務中、トラック後方から荷台に乗ろうとしたところ、足をかけた際に滑っ

て転落、腰を地面に強く打ちつけ、肋骨と背骨を骨折した。 

22日 空き地の草刈作業中、小石が飛散し、隣接している民家の 2 階窓ガラスを破損させ

た。（安全対策あり：防護ネット）（チップソー使用） 

派遣 

４日 工場内で、計量器を移動させる際、首側箇所を持ち上げ、スタンド部分と首側箇所の

固定が不安定になり、デジタル表示箇所を破損した。 

15日 荷卸し作業中、運搬車両を荷卸し場所へ横付けする際、店舗の日除け（オーニングテ

ント）に運搬車両の荷台部分が接触し落下し、アームだけが残った状態となり、運搬

車両も荷台が一部損傷した。 

 


